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1. はじめに 

近年，授業時間外に教科書や講義映像を含む e-Learning 

教材等を用いて知識を習得し，教室では予習の確認や発展

的な課題に取り組む反転授業が注目を集めている． e-

Learning 教材等を用いた授業外学習では，時間や場所によ

る制約が少なく，学生個人のペースで学習できる一方，学習

の実施率や継続率の低さが問題となっている．そのため，学

生はより主体的に自己の学習状況を管理及び調整する力が

求められる[1]．主体的に自己の学習状況を管理及び調整す

るための手段として，一般的に学習計画の作成が有効的と

いわれている．しかし，計画通りに学習を行えなければ，学

習意欲が下がり学習の継続率に悪影響を及ぼす可能性があ

る[2]．そこで，本研究では，計画通りに学習に取り組むこと

ができ，かつ，学習目標を達成できる学習計画の作成を目的

とし，過去の学習計画や学習記録を利用した学習計画作成

支援システムを開発した．本稿では，2019 年度に大学で行

われた数学の授業で本システムを利用した結果から，学習

計画の立て方や学習の傾向，計画実施率，目標達成度との関

係を分析した結果を報告する． 

2. 関連研究 

Nelson ら[3]は，試験勉強における学習計画立案の構成要

素として，表 1 に示した 5 つの項目を挙げている．また，野

上ら[4]は，学生自身が立てた学習計画が計画通りに進まな

かった理由として，実行可能性の低い学習計画の立案や，学

習に必要な時間の誤予測などを挙げている．さらに，計画通

りに学習を進めるためには，必要に応じて学習計画を柔軟

に修正することが重要であることを明らかにしている． 

3. 学習計画作成支援システムの開発 

3.1 システムの概要 

本システムでは，各学生が授業毎に学習計画と学習記録

を登録し，過去の学習計画や学習記録をもとに，学習計画の

作成時に参考となる情報を提示する．本システムは開発言

語に PHP と JavaScript を用い，DB に MySQL を利用した． 

3.2 学習計画に関する分析とシステムの設計 

本システムを開発するにあたり，2019 年 1 月 24 日に本 

表１ 試験勉強における学習計画立案の構成要素 

1 学習範囲の確認 

2 学習範囲に対する現状の理解度の把握 

3 学習目標の設定 

4 試験までに利用可能な時間の把握と時間配分 

5 配分された時間の学習内容の決定 

 

学ソフトウェア情報学部 1 年次に開講されている専門基礎

科目「情報基礎数学 B」の履修者 60 名を対象に学習計画

に関するアンケート調査を行った[5]．この授業では，e-

Learning 教材を用いて授業の予習をさせ，授業中では予習

の内容を踏まえた発展的な問題を解かせている．また，授業

の最初と最後には，授業内容に関する確認テストを実施し

ている．さらに，Moodle のプラグインとして開発した振り

返りシートに，学生が予習した日時や学習内容，次回授業に

向けた学習計画を記述する時間を設けている．調査の結果，

学生は学習計画を作成する際に，自身の学習可能な時間帯

や必要な学習時間を適切に把握できておらず，実行可能性

の低い学習計画を立てる傾向があることが分かった[5]．ま

た，必要に応じて学習計画を修正する人が少なかったため，

修正が必要な学習計画を把握し，適切な修正ができる機能

が必要であると考えた．さらに，学生が学習計画を立てる際

に，各学生の計画実施率や目標達成度の高い学習計画の提

示や，学習可能な時間帯の提示などが有効であると考えた．

以上を考慮して本システムを設計した． 

3.3 学習計画及び学習記録登録機能 

学習計画及び学習記録の表示の画面例を図 1 に示す．学

生は学習計画を作成する前に，学習する授業範囲とその学

習範囲に対する現状の理解度，確認テストの目標点数をそ

れぞれ入力する．その後，カレンダー上に学習日時や学習内

容を登録していく．なお，学習可能な空き時間を把握しやす

くするため，プライベートの予定等，学習以外の予定も登録

できる．登録した計画は修正が可能で，学習が計画通り進ま

なかった場合はその都度，計画を立て直すことができる． 

学習を終えたら，学習日時や学習内容などを登録する．カ

レンダーは，学習計画と学習記録の両方を同時に表示させ

ることができる．これにより，未実施の学習計画を容易に把

握でき，空き時間への修正を促すことができる． 

3.4 学習履歴参照機能 

授業回ごとの計画実施率や目標達成度を算出し，ログイ 
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図 1 学習計画及び学習記録の表示の画面例 

 

表 2 試験勉強における学習計画立案の構成要素 

 第 11回 第 12回 第 13回 第 14回 第 15回 

授業範囲，理解

度，目標点登録者 
47 人 41 人 35 人 35 人 47 人 

学習計画登録者 45 人 34 人 32 人 33 人 42 人 

学習記録登録者 42 人 32 人 28 人 29 人 32 人 

 

ン後の画面上部に一覧で表示する．授業回を選択すると，該

当期間に登録した学習計画及び学習記録が計画実施率と目

標達成度の一覧表下のカレンダーに表示される．これによ

り，各項目の度合いが高い学習計画や，過去の自分の生活習

慣，学習記録などを参考に，より自分に適した習計画を作成

できるようになると考えた．さらに，授業回ごとに学習計画

や学習記録の合計時間や，1回の学習あたりの平均学習時間，

学習時間帯ごとの合計学習時間などの統計的な情報も表示

する．これにより，理解度や目標に応じた必要な学習時間や，

集中力が持続可能な学習時間，学習しやすい時間帯などを

分析でき，実行可能性の低い学習計画の作成や学習に必要

な時間の誤予測を防ぐことができると考えた． 

4. 評価 

4.1 システム利用実験と利用結果 

開発したシステムの評価を行うため，2019 年度前期に開

講された「情報基礎数学 C」の第 11 回から第 15 回の授業

で，履修者 50名を対象に本システムの利用実験を実施した． 

本システムの利用結果を表 2 に示す．表 2 から，約 7 割

の学生が本システムを利用していたことが確認できる． 

4.2 計画実施率等の分析 

授業回毎の計画実施率の平均と目標達成度の平均を図 2

に示す．計画実施率は学習計画で設定した学習内容及び学

習日時が学習記録と一致しているか，目標達成度は確認テ

ストの目標点数が実際の点数以上であるかで算出した．そ

の結果，Moodle のプラグインを利用した場合と比較して計

画実施率が向上したことが分かった．しかし，提案システム

を利用した場合も計画実施率は 50%を下回っていた．また，

目標達成度については Moodleのプラグインを利用した場合

と比較して変化がなかった． 

次に，学習計画で設定した学習時間（以下，計画時間）と，

学習記録で登録した学習時間(以下，学習時間)を分析した．

その結果，全ての授業回で実際の学習時間より多くの学習 

 

図 2 授業回毎の平均計画実施率と平均目標達成度 

 

表 3 計画時間と学習時間の差異 

第 11回 第 12回 第 13回 第 14回 第 15回 

+57分 +10分 +15分 +40分 +65分 

 

表 4 計画時間・学習時間と確認テストの点数との相関 

(1)計画時間とテス

トとの相関係数 

(2)学習時間とテス

トとの相関係数 

(3)計画時間と学習時間の

差異とテストとの相関係数 

-0.21 0.03 -0.42 

 

時間を見積っていた．また，計画時間と学習時間の差異が最

も大きかったのは，期末テスト直前の第 15 回授業で，次に

大きかったのは，学生が記録した現状の理解度が最も低か

った第 11 回授業であった．以上より，学習量の多い単元や，

難易度の高い単元に対して学習計画を立てる際，必要以上

に多くの学習時間を設定する傾向にあったことが分かった． 

表 4 に計画時間・学習時間と授業開始時の確認テストの

点数との相関係数を示す．表 4(1)から，計画時間が多いほ

どテストの点数が低くなる傾向にあること，表 4(3)から計

画時間と学習時間の差異が小さいほどテストの点数が高く

なる傾向にあることが示唆できる． 

5. おわりに 

本研究では，学習計画の作成時に参考となる情報を提示

する学習計画作成支援システムを開発し，利用実験を行っ

た．今後は，学習計画の作成時に適切な学習時間等のアドバ

イスを表示する機能や自分が立てた学習計画や学習記録を

振り返る自己モニタリング機能などの開発を検討する． 
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